
日日本本のの持持続続的的なな成成長長とと活活性性化化をを目目指指すす

一般財団法人 アーネスト育成財団 活動報告

技術経営人財の育成と活用
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財
団
は
昨
年
10
月
に
設
立
し
て

一
年
を
迎
え
、
新
た
に
経
営
人
財

を
育
成
す
る
た
め
の
『
西
河
技
術

経
営
塾
』
を
開
校
し
ま
し
た
。
３

名
の
受
講
生
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

て
、
財
団
の
目
指
す
方
向
に
着
実

に
進
ん
で
い
る
こ
と
を
嬉
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。

毎
月
の
勉
強
会
や
セ
ミ
ナ
ー
に
は
多
数

の
著
名
な
講
師
に
来
て
頂
き
私
自
身
も
大

変
勉
強
に
な
り
、
こ
の
財
団
を
設
立
し
て

本
当
に
良
か
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

私
は
人
の
話
を
伺
う
際
に
心
掛
け
て
い

る
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
「
川

の
水
が
高
い
所
か
ら
低
い
所
に
流
れ
る
の

と
同
じ
よ
う
に
情
報
も
高
い
所
か
ら
低
い

所
に
流
れ
る
」
の
で
、
人
の
話
を
聞
く
時

に
は
先
入
観
を
捨
て
自
分
を
あ
え
て
低
い

位
置
に
置
い
て
聞
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

下
か
ら
見
上
げ
て
い
な
い
と
求
め
る
情
報

は
流
れ
て
来
て
く
れ
ま
せ
ん
し
、
聞
い
た

と
し
て
も
情
報
の
重
要
性
に
気
付
か
ず
、

聞
き
流
し
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

も
う
一
つ
は
「
聞
く
に
あ
た
っ
て
は
器

を
大
き
く
す
る
」
こ
と
で
す
。
当
然
の
こ

と
に
大
き
な
器
に
は
沢
山
の
水
が
入
り
ま

す
が
、
小
さ
な
器
に
は
少
し
の
水
し
か
入

り
ま
せ
ん
。
経
営
に
関
わ
る
情
報
は
、
自

分
の
能
力
以
上
の
広
く
て
大
き
な
器
を

持
っ
て
目
線
を
低
く
し
て
謙
虚
に
話
を
聞

く
こ
と
が
一
番
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

経
営
は
生
き
物
で
す
。
常
に
変
化
を
し

て
い
ま
す
。
変
化
を
察
知
し
、
変
化
に
対

応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私

は
い
つ
も
大
自
然
か
ら
物
事
の
未
来
を
考

え
る
習
慣
が
あ
り
ま
す
。
不
思
議
な
こ
と

で
す
が
、
悩
ん
だ
時
、
大
自
然
に
身
を
置

い
て
考
え
る
と
、
答
え
が
自
然
現
象
を
通

じ
て
教
え
ら
れ
解
決
し
ま
す
。

(

西
河
洋
一)

ＯＯＰＰＩＩＮＮＩＩＯＯＮＮＳＳ

日日本本のの大大学学院院MMOOTTココーースス
でで経経営営者者がが育育つつかか ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４４頁頁

CEOが具備すべき知識、キャリアと見識とは 角忠夫氏講演

変変革革のの時時代代
第第２２創創業業 ししなないいとと生生きき残残れれなないい ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ６６頁頁
実践経営スクール・基礎コース開塾

[西河技術経営塾]

実実践践ビビジジネネススオオペペレレーーシショョンンススククーールルをを

日日本本にに作作るるたためめのの基基礎礎研研究究 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３３頁頁
技術経営人財育成と活用に関する研究委員会（坂巻資敏委員長）

[技術経営人財育成と活用に関する研究委員会(第９回、第10回）]

[技術経営人財育成セミナー(第７回）]

定定時時評評議議員員会会議議事事次次第第

司会：専務理事 小平和一朗
1. 評議員会議長の選出：大橋克已評議員
2. 挨拶：西河洋一理事長
3. 決議事項
3.1 初年度事業報告
3.2 決算報告書（平成24年度）

貸借対照表、損益計算書の承認
3.3 事業計画（平成25年度）の報告
3.4 収支予算書（平成25年度）の報告

4. その他 以上

着着々々とと財財団団のの目目指指すす

人人財財育育成成がが進進むむ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２２頁頁
本年度は初年度の事業を更に発展、充実させる

[定時評議員会 (2013.10.25）]
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「
定
時
評
議
員
会
」
を
平
成
25
年

10
月
25
日
の
午
後
３
時
か
ら
ア
ー
ネ

ス
ト
ワ
ン
の
本
社
（
東
京
・
西
東
京

市
）
に
て
開
催
し
た
。
司
会
は
専
務
理

事
の
小
平
和
一
朗
が
担
当
し
、
議
長
の

選
出
に
入
り
評
議
員
の
中
か
ら
大
橋
克

已
が
議
長
に
選
出
さ
れ
た
。

若若
手手
のの
人人
財財
をを
育育
成成
すす
るる
経経
営営
塾塾

議
事
運
営
に
先
立
ち
理
事
を
代
表
し

て
理
事
長
の
西
河
洋
一
か
ら
「
一
昨
日
、

新
た
に
当
財
団
が
目
指
す
若
手
経
営
者

の
育
成
に
取
り
組
む
西
河
技
術
経
営
塾

に
３
名
の
受
講
生
が
入
っ
て
人
財
育
成

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
お
お
む
ね
着
々
と

こ
の
財
団
の
意
義
、
方
向
に
向
か
っ
て

い
る
。
ま
た
毎
月
の
勉
強
会
や
セ
ミ

ナ
ー
に
著
名
な
方
に
来
て
頂
い
て
私
自

身
勉
強
に
な
っ
て
い
る
。
財
団
を
作
っ

て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
更
に
財

団
を
発
展
さ
せ
て
頂
き
た
い
」
と
挨
拶
。

貸貸
借借
対対
照照
表表
、、
損損
益益
計計
算算
書書
をを
提提
案案

議
事
に
入
り
小
平
専
務
理
事
か
ら
初

年
度
事
業
報
告
の
説
明
が
あ
っ
た
。

2013.10.25定定時時評評議議員員会会
定時評議員会（第２回）

次
に
議
案
の
審
議
に
入
り
、
第
１
号

議
案
決
算
報
告
書
（
第
１
期
・
平
成
24

年
度
）
の
承
認
、
第
２
号
議
案
定
時
評

議
員
会
の
扱
い
、
第
３
号
議
案
議
事
録

署
名
人
の
選
任
の
提
案
が
あ
り
、
賛
否

を
問
う
た
と
こ
ろ
、
満
場
異
議
な
く
こ

れ
を
承
認
可
決
し
た
。

角
評
議
員
か
ら
「
財
団
の
活
動
の
コ

ン
テ
ン
ツ
を
何
ら
か
の
形
で
財
団
と
し

て
の
本
の
出
版
を
す
る
こ
と
を
考
え
た

ら
ど
う
か
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
、
次

年
度
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

議
事
録
署
名
人
は
、
議
長
・
評
議
員

大
橋
克
已
、
評
議
員
角
忠
夫
、
評
議
員

吉
久
保
信
一
で
あ
る
。

次
に
第
２
期
事
業
計
画
（
平
成
25
年

度
）
、
収
支
予
算
書
（
平
成
25
年
度
）

の
報
告
が
小
平
専
務
理
事
か
ら
あ
っ
た
。

着着々々とと財財団団のの目目指指すす人人財財育育成成がが進進むむ

内向き志向の集団となった日本社会を克服し｢未来ある日本｣｢元気な日本｣を目指して、事業をする
ための技術経営人財の育成、起業家を支援する人財の育成、世界経済の動向調査、事業資金の提供な
ど実行可能なものから段階的に取り組んだ。
第２期も第１期に引き続き、技術経営人財の育成と活用に関する研究委員会での教材作り、「変革

期のリーダーが学ぶことは何か」とのテーマで技術経営人財育成セミナーの開催、若手経営者育成の
ための西河技術経営塾、ベンチャーや新規事業に対する創業支援や事業創生を行うための事業資金の
提供などの事業に取り組む。

評
議
員
会
に
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
在
住

の
エ
ン
ジ
ェ
ル
投
資
家
で
当
財
団
顧
問

の
平
強
氏
が
参
加
し
、
シ
リ
コ
ン
バ

レ
ー
で
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
投
資
と
支
援
の

話
が
あ
っ
た
。
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
育
て

る
の
は
大
事
で
あ
る
。
育
成
講
座
を
開

い
て
い
る
の
は
良
い
こ
と
だ
。
米
国
で

は
メ
ン
タ
ー
が
分
ら
な
い
事
を
ガ
イ
ド

し
て
く
れ
る
。
時
点
、
時
点
で
ど
う
手

を
打
つ
か
を
指
導
し
て
い
る
。
日
本
で

は
メ
ン
タ
ー
を
す
る
人
が
少
な
い
の
が

原
因
か
、
事
業
が
分
か
ら
な
い
状
況
で

資
金
を
集
め
た
り
、
製
品
を
販
売
す
る

場
合
に
苦
労
し
て
い
る
。
日
本
で
は
会

社
を
辞
め
た
人
が
何
も
し
な
い
。
活
躍

さ
れ
た
人
達
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
、

若
い
人
を
育
て
る
組
織
を
作
る
と
良

い
」
と
平
氏
か
ら
意
見
が
出
さ
れ
た
。

本本年年度度はは初初年年度度のの事事業業をを更更にに発発展展、、充充実実ささせせるる

一一般般財財団団法法人人アアーーネネスストト育育成成財財団団定定時時評評議議員員会会をを1100月月2255日日にに開開催催ししたた

定定時時評評議議員員会会議議事事次次第第

司会：専務理事 小平和一朗
1. 評議員会議長の選出：大橋克已評議員
2. 挨拶：西河洋一理事長
3. 決議事項
3.1 初年度事業報告
3.2 決算報告書（平成24年度）

貸借対照表、損益計算書の承認
3.3 事業計画（平成25年度）の報告
3.4 収支予算書（平成25年度）の報告

4. その他 以上

一般財団法人アーネスト育成財団

第２期(平成２５年度)事 業 計 画の概要

１．技術経営人財の育成と活用に関する研究委員会活動

昨年度は、『技術経営人財に求められる知見』を教材にして日本型経営を討議

してきた。本年度は「育成する」「検定する」の狙いで、当財団は教材作りに取

り組む。何を学ぶべきかの要素を整理する。

２．技術経営人財育成セミナーの開催

「変革期のリーダーが学ぶことは何か」というテーマで、本年度も昨年度に引

き続きセミナーを２か月に１回程度開催する。

３．西河技術経営塾

本実践経営スクール・西河技術経営塾は、基礎コース、リーダーコース、指導

者コースの３つの階層で構成した。10月23日に開塾する基礎コースは、技術経営

実務に役立つ基礎知識および創造力の鍛錬に取り組む。

４．広報・広告宣伝

本年度は、昨年度に引き続き「一般財団法人アーネスト育成財団」のブランド

確立に向けて取り組む。(１)ホームページの開設(２)情報紙Earnest（印刷）の

発行（３）広告宣伝などに取り組む。

５．事業資金の提供

ベンチャーや新規事業に対する創業支援や事業創生を行うための資金の提供お

よび投資を行う。お金を出す場合、事業化の成功率を高めたい。投資をするにあ

たって「金も出すが、口も出す」「事業を進める上での問題を明らかにし、対策

に取り組むなどの責任を取る」などを通じて充分な配当ができる企業に育成しな

がら、事業性に見合った投資をすることとしたい。うその無い実像の世界で投資

をし、ビジネスを回す。

６．公益財団化の検討

一般財団法人で設立した。当財団の事業は非営利事業を主体に活動する。取り

組む範囲で事業の公共性を追求し一般財団法人から公益財団法人を目指す。

７．外部団体との連携

下記の団体との連携に取り組む。

（１）TMPS2014（角忠夫塾長）講義支援、修了式の記念品の寄贈など

（２）NPO法人技術立脚型経営研究会（許斐義信理事長）講義支援など

（３）NPO法人国際戦略シナジー学会（奥出阜義事務局長）講義支援など

（４）一般社団法人日本開発工学会（中上崇会長）活動支援など

（５）芝浦工業大学MOT同窓会支部（西河洋一会長）活動支援など

以上
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外
貨
取
引
の
事
。
こ
れ
は
外
国
為
替
市

場
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
。
外
国
為
替
相

場
と
は
２
つ
の
通
貨
の
交
換
レ
ー
ト
の

事
を
言
う
。

直
物
相
場
と
先
物
相
場
が
あ
り
、
先

物
相
場
は
将
来
の
一
定
期
日
に
お
け
る

為
替
の
売
買
を
銀
行
と
契
約
す
る
も
の
。

為
替
の
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
の
手
段
。

直
物
相
場
は
基
本
的
に
通
貨
の
需
給

で
決
ま
る
が
市
場
参
加
者
の
思
惑
や
政

府
の
介
入
な
ど
が
混
乱
要
因
。
先
物
相

場
は
２
国
間
の
金
利
差
が
決
定
要
因
。

ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト
フフ
ァァ
イイ
ナナ
ンン
スス

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
と
は
、

発
展
途
上
国
の
イ
ン
フ
ラ
投
資
な
ど
で

よ
く
使
わ
れ
る
手
法
。
返
済
の
原
資
を

当
該
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
生
み
出
さ
れ

る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
と
収
益
に
限
定

「「育育成成すするる」」「「検検定定すするる」」のの狙狙いいでで、、教教材材作作りりにに取取りり組組むむ

技術経営人財育成と活用に関する研究委員会

2013.9.17, 10.15研研究究委委員員会会活活動動

第
９
回
技
術
経
営
人
財
育
成
と
活
用

に
関
す
る
研
究
委
員
会(

委
員
長
坂
巻
資

敏)

を
９
月
17
日
に
財
団
内
会
議
室
に
て

開
催
し
た
。
委
員
会
で
は
『
管
理
会
計
、

財
務
会
計
、
企
業
会
計
、
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス(

小
平
和
一
朗)
』
『
財
務
活
動
に
関

す
る
リ
ス
ク
管
理(
淺
野
昌
宏)

』
と
題

す
る
講
演
が
あ
り
意
見
交
換
。

第
10
回
研
究
委
員
会
は
10
月
15
日
に

開
催
。
『
法
務
・
総
務
、
オ
ー
プ
ン
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
特
許(

小
平)
』
と

『
会
社
経
営
と
企
業
の
社
会
的
責
任
Ｃ

Ｓ
Ｒ(

大
橋
克
已)

』
と
『
事
業
部
門
の

知
財
管
理
（
坂
巻
資
敏
）
』
と
題
す
る

講
演
が
あ
り
意
見
交
換
。
（
注
１
）

経経
営営
をを
会会
計計
数数
値値
でで
管管
理理
・・
小小
平平

管
理
会
計
の
主
な
目
的
は
「
企
業
内

の
作
業
を
会
計
数
値
で
管
理
す
る
」
こ

と
に
あ
る
。
会
計
数
値
の
管
理
手
法
と

経
営
学
が
遊
離
し
て
い
る
。

技
術
者
で
あ
っ
て
も
仕
事
を
計
画
す

る
時
、
そ
の
仕
事
を
金
銭
価
値
に
換
算

し
て
作
業
を
評
価
す
る
必
要
が
あ
る
。

企企
画画
段段
階階
でで
開開
発発
ココ
スス
トト
をを
評評
価価

研
究
開
発
部
門
で
は
企
画
段
階
で
開

発
品
は
開
発
コ
ス
ト
が
ど
の
程
度
か
、

ど
の
程
度
で
製
造
で
き
て
、
ど
の
程
度

売
れ
て
、
ど
の
程
度
の
利
益
が
出
る
か

を
試
算
す
る
。
財
務
数
値
で
金
銭
価
値

を
試
算
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

財財
務務
のの
リリ
スス
クク
管管
理理
・・
淺淺
野野

外
国
為
替
取
引
と
は
、
資
金
が
国
際

的
に
動
い
た
場
合
に
必
然
的
に
起
き
る

「利益率一定でも回転率を上げるとキャシュフローは
良くなる」と語る西河理事長

実実
践践
ビビ
ジジ
ネネ
スス
オオ
ペペ
レレ
ーー
シシ
ョョ
ンン
スス
クク
ーー
ルル

をを
日日
本本
にに
作作
るる
たた
めめ
のの
基基
礎礎
研研
究究

【【応応募募要要項項】】 ・選考は、１次の書類審査、２次のプレゼンテーションからなります。
・事業計画をA3用紙一枚程度にまとめ、経営者の方の経歴・業績（A4用紙）と共に送付下さい。
・書類選考の上、対象者には詳細内容につき財団にて質疑を含めたプレゼンテーションを行って頂きます。
・選考の上、最終支援対象者の方には具体的支援について相談させて頂きます。
（注）応募戴いた書類は御返却致しません。なお、書類は本目的以外には使用致しません。

［書類送付先］ 〒151-0053 東京都渋谷区代々木１-57-2 ドルミ代々木704号
一般財団法人アーネスト育成財団 起業家支援応募係 行き

［問い合わせ］ 電子メール：office@eufd.org 電話：03-6272-6260、FAX：03-6276-2424

資資金金のの支支援援がが必必要要なな起起業業家家のの方方へへ応応 募募
下下ささいい 現在までにバイオ関連、電子部品関連、材料関連、環境用設備関連、福祉用設備関連企業の方々から

資金支援の申込みがあり、審査をいたしました。事業計画指導や審査継続中の案件も複数あります。

し
て
、
そ
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
・
収

益
を
確
保
す
る
為
の
担
保
を
専
ら
当
該

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
産
に
依
存
し
て
行

う
金
融
手
法
。

事事
業業
部部
門門
のの
知知
財財
管管
理理
・・
坂坂
巻巻

特
許
権
は
発
明
者
の
技
術
を
公
開
す

る
こ
と
を
条
件
に
一
定
期
間
独
占
実
施

権
を
与
え
る
も
の
。
特
許
法
の
精
神
は
、

優
れ
た
技
術
を
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、

こ
の
技
術
を
改
良
し
発
展
さ
せ
て
社
会

の
進
歩
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
が
目
的
。

特
許
は
特
許
権
で
保
護
さ
れ
た
技
術
の

独
占
実
施
権
を
獲
得
で
き
る
が
、
こ
の

権
利
は
、
そ
の
技
術
を
用
い
た
事
業
の

成
功
を
保
証
す
る
も
の
で
は
な
い
。

特
許
は
自
社
の
事
業
を
他
社
の
参
入

か
ら
保
護
し
て
く
れ
る
と
い
う
強
み
と
、

他
社
に
改
良
特
許
や
周
辺
特
許
を
取
ら

れ
て
し
ま
う
と
後
発
企
業
の
特
許
に
影

響
さ
れ
て
自
社
の
事
業
が
困
難
に
な
る

と
い
う
弱
み
の
二
面
性
が
あ
る
。
自
社

の
事
業
を
強
く
し
、
他
社
の
参
入
を
許

さ
な
い
知
財
戦
略
と
技
術
開
発
が
必
要
。

「財務は技術経営人材に求められる知識として必要
な部分」と語る淺野氏

（注１）ホームページ（http://eufd.org）の研究会に詳細な報告を掲載

2 Earnest Vol.02 No.1 November 15.2013

「
定
時
評
議
員
会
」
を
平
成
25
年

10
月
25
日
の
午
後
３
時
か
ら
ア
ー
ネ

ス
ト
ワ
ン
の
本
社
（
東
京
・
西
東
京

市
）
に
て
開
催
し
た
。
司
会
は
専
務
理

事
の
小
平
和
一
朗
が
担
当
し
、
議
長
の

選
出
に
入
り
評
議
員
の
中
か
ら
大
橋
克

已
が
議
長
に
選
出
さ
れ
た
。

若若
手手
のの
人人
財財
をを
育育
成成
すす
るる
経経
営営
塾塾

議
事
運
営
に
先
立
ち
理
事
を
代
表
し

て
理
事
長
の
西
河
洋
一
か
ら
「
一
昨
日
、

新
た
に
当
財
団
が
目
指
す
若
手
経
営
者

の
育
成
に
取
り
組
む
西
河
技
術
経
営
塾

に
３
名
の
受
講
生
が
入
っ
て
人
財
育
成

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
お
お
む
ね
着
々
と

こ
の
財
団
の
意
義
、
方
向
に
向
か
っ
て

い
る
。
ま
た
毎
月
の
勉
強
会
や
セ
ミ

ナ
ー
に
著
名
な
方
に
来
て
頂
い
て
私
自

身
勉
強
に
な
っ
て
い
る
。
財
団
を
作
っ

て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
更
に
財

団
を
発
展
さ
せ
て
頂
き
た
い
」
と
挨
拶
。

貸貸
借借
対対
照照
表表
、、
損損
益益
計計
算算
書書
をを
提提
案案

議
事
に
入
り
小
平
専
務
理
事
か
ら
初

年
度
事
業
報
告
の
説
明
が
あ
っ
た
。

2013.10.25定定時時評評議議員員会会
定時評議員会（第２回）

次
に
議
案
の
審
議
に
入
り
、
第
１
号

議
案
決
算
報
告
書
（
第
１
期
・
平
成
24

年
度
）
の
承
認
、
第
２
号
議
案
定
時
評

議
員
会
の
扱
い
、
第
３
号
議
案
議
事
録

署
名
人
の
選
任
の
提
案
が
あ
り
、
賛
否

を
問
う
た
と
こ
ろ
、
満
場
異
議
な
く
こ

れ
を
承
認
可
決
し
た
。

角
評
議
員
か
ら
「
財
団
の
活
動
の
コ

ン
テ
ン
ツ
を
何
ら
か
の
形
で
財
団
と
し

て
の
本
の
出
版
を
す
る
こ
と
を
考
え
た

ら
ど
う
か
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
、
次

年
度
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

議
事
録
署
名
人
は
、
議
長
・
評
議
員

大
橋
克
已
、
評
議
員
角
忠
夫
、
評
議
員

吉
久
保
信
一
で
あ
る
。

次
に
第
２
期
事
業
計
画
（
平
成
25
年

度
）
、
収
支
予
算
書
（
平
成
25
年
度
）

の
報
告
が
小
平
専
務
理
事
か
ら
あ
っ
た
。

着着々々とと財財団団のの目目指指すす人人財財育育成成がが進進むむ

内向き志向の集団となった日本社会を克服し｢未来ある日本｣｢元気な日本｣を目指して、事業をする
ための技術経営人財の育成、起業家を支援する人財の育成、世界経済の動向調査、事業資金の提供な
ど実行可能なものから段階的に取り組んだ。
第２期も第１期に引き続き、技術経営人財の育成と活用に関する研究委員会での教材作り、「変革

期のリーダーが学ぶことは何か」とのテーマで技術経営人財育成セミナーの開催、若手経営者育成の
ための西河技術経営塾、ベンチャーや新規事業に対する創業支援や事業創生を行うための事業資金の
提供などの事業に取り組む。

評
議
員
会
に
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
在
住

の
エ
ン
ジ
ェ
ル
投
資
家
で
当
財
団
顧
問

の
平
強
氏
が
参
加
し
、
シ
リ
コ
ン
バ

レ
ー
で
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
投
資
と
支
援
の

話
が
あ
っ
た
。
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
育
て

る
の
は
大
事
で
あ
る
。
育
成
講
座
を
開

い
て
い
る
の
は
良
い
こ
と
だ
。
米
国
で

は
メ
ン
タ
ー
が
分
ら
な
い
事
を
ガ
イ
ド

し
て
く
れ
る
。
時
点
、
時
点
で
ど
う
手

を
打
つ
か
を
指
導
し
て
い
る
。
日
本
で

は
メ
ン
タ
ー
を
す
る
人
が
少
な
い
の
が

原
因
か
、
事
業
が
分
か
ら
な
い
状
況
で

資
金
を
集
め
た
り
、
製
品
を
販
売
す
る

場
合
に
苦
労
し
て
い
る
。
日
本
で
は
会

社
を
辞
め
た
人
が
何
も
し
な
い
。
活
躍

さ
れ
た
人
達
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
、

若
い
人
を
育
て
る
組
織
を
作
る
と
良

い
」
と
平
氏
か
ら
意
見
が
出
さ
れ
た
。

本本年年度度はは初初年年度度のの事事業業をを更更にに発発展展、、充充実実ささせせるる

一一般般財財団団法法人人アアーーネネスストト育育成成財財団団定定時時評評議議員員会会をを1100月月2255日日にに開開催催ししたた

定定時時評評議議員員会会議議事事次次第第

司会：専務理事 小平和一朗
1. 評議員会議長の選出：大橋克已評議員
2. 挨拶：西河洋一理事長
3. 決議事項
3.1 初年度事業報告
3.2 決算報告書（平成24年度）

貸借対照表、損益計算書の承認
3.3 事業計画（平成25年度）の報告
3.4 収支予算書（平成25年度）の報告

4. その他 以上

一般財団法人アーネスト育成財団

第２期(平成２５年度)事 業 計 画の概要

１．技術経営人財の育成と活用に関する研究委員会活動

昨年度は、『技術経営人財に求められる知見』を教材にして日本型経営を討議

してきた。本年度は「育成する」「検定する」の狙いで、当財団は教材作りに取

り組む。何を学ぶべきかの要素を整理する。

２．技術経営人財育成セミナーの開催

「変革期のリーダーが学ぶことは何か」というテーマで、本年度も昨年度に引

き続きセミナーを２か月に１回程度開催する。

３．西河技術経営塾

本実践経営スクール・西河技術経営塾は、基礎コース、リーダーコース、指導

者コースの３つの階層で構成した。10月23日に開塾する基礎コースは、技術経営

実務に役立つ基礎知識および創造力の鍛錬に取り組む。

４．広報・広告宣伝

本年度は、昨年度に引き続き「一般財団法人アーネスト育成財団」のブランド

確立に向けて取り組む。(１)ホームページの開設(２)情報紙Earnest（印刷）の

発行（３）広告宣伝などに取り組む。

５．事業資金の提供

ベンチャーや新規事業に対する創業支援や事業創生を行うための資金の提供お

よび投資を行う。お金を出す場合、事業化の成功率を高めたい。投資をするにあ

たって「金も出すが、口も出す」「事業を進める上での問題を明らかにし、対策

に取り組むなどの責任を取る」などを通じて充分な配当ができる企業に育成しな

がら、事業性に見合った投資をすることとしたい。うその無い実像の世界で投資

をし、ビジネスを回す。

６．公益財団化の検討

一般財団法人で設立した。当財団の事業は非営利事業を主体に活動する。取り

組む範囲で事業の公共性を追求し一般財団法人から公益財団法人を目指す。

７．外部団体との連携

下記の団体との連携に取り組む。

（１）TMPS2014（角忠夫塾長）講義支援、修了式の記念品の寄贈など

（２）NPO法人技術立脚型経営研究会（許斐義信理事長）講義支援など

（３）NPO法人国際戦略シナジー学会（奥出阜義事務局長）講義支援など

（４）一般社団法人日本開発工学会（中上崇会長）活動支援など

（５）芝浦工業大学MOT同窓会支部（西河洋一会長）活動支援など

以上
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系系
のの
中中
身身
はは
違違
っっ
てて
もも
経経
営営
でで
生生
かか
せせ
るる

こ
こ
に
は
技
術
系
経
営
者
の
皆
様
が

多
い
と
思
う
が
、
技
術
者
が
モ
ノ
を
設

計
す
る
場
合
と
に
か
く
入
力
と
出
力
に

対
し
て
の
系
で
あ
る
。
技
術
者
は
系
を

最
適
化
す
る
と
い
う
仕
事
を
技
術
問
題

だ
と
捉
え
、
経
営
問
題
と
は
言
わ
ず
に

そ
の
経
験
が
生
き
る
と
い
う
考
え
を
持

つ
。
不
連
続
で
は
な
く
一
技
術
か
ら
経

営
者
ま
で
連
続
し
て
い
る
。
や
り
方
は

何
も
変
ら
な
い
。
半
世
紀
に
わ
た
る
経

験
か
ら
学
ん
だ
。(

図
１
）

技技
術術
者者
がが
経経
営営
のの
面面
でで
活活
躍躍
すす
べべ
きき

日
本
の
電
機
産
業
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
さ
す

が
に
電
気
の
世
界
は
技
術
系
が
半
分
以

上
を
占
め
て
い
る
。
（
表
１
）
ソ
ニ
ー

と
か
キ
ヤ
ノ
ン
は
文
系
で
あ
る
。
東
芝

は
今
年
原
子
力
の
佐
々
木
氏
に
交
代
し

た
が
歴
代
文
系
の
経
営
者
が
多
い
。

日
本
の
安
倍
政
権
を
見
る
と
18
人

の
大
臣
（
表
２
）
の
中
で
理
系
は
唯
一

公
明
党
の
太
田
国
土
交
通
大
臣
く
ら
い

で
あ
る
。
日
本
の
政
界
、
も
っ
と
技
術

系
が
出
て
来
て
も
良
い
と
思
う
。

2013.9.3セセミミナナーー
技術経営人財育成セミナー（第7回）

人人
間間
的的
能能
力力
をを
育育
成成
すす
るる
教教
育育

会
社
の
レ
ベ
ル
で
平
の
段
階
か
ら
主

任
・
主
務
・
係
長
の
監
督
者
レ
ベ
ル
の

第
１
レ
ベ
ル
、
第
２
レ
ベ
ル
で
管
理
者

（
部
課
長
）
、
第
３
レ
ベ
ル
で
経
営
者
。

そ
れ
ぞ
れ
勉
強
す
べ
き
こ
と
が
違
う
。

第
１
レ
ベ
ル
に
要
求
さ
れ
る
の
は
、
技

術
的
能
力
と
チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が

非
常
に
大
事
で
あ
る
し
、
第
２
レ
ベ
ル

に
な
る
と
技
術
的
な
能
力
と
経
営
管
理

■■ 角角 忠忠夫夫氏氏のの講講演演（注４）

日日本本のの大大学学院院MOTココーースス
でで経経営営者者がが育育つつかか
CEOが具備すべき知識、キャリアと見識とは

講師の角忠夫氏は、電機産業で約30年間管理・経営職に
従事後、請われてMOT創設時から10年間社会人学生向け
のMOTコースで教育する傍ら、中小企業の経営者やその
二世達を鍛える経営塾を指導し、このコースでも300名の

卒業生がそれぞれの企業で活躍している。これらの経験を
踏まえ、現状のMOT専門職のカリキュラム、受講生の層と

意識、指導する教授陣のキャリア、知識、見識、受講生達
の卒業後の職場のポジションや活躍状況などを体験的に
概観し、本格的な製造業の復権を果たす経営者養成教育
のあるべき姿を参加者とともに考えた。

表表１１ 現現代代のの主主要要電電機機産産業業ののCEO

ＭＭＯＯＴＴはは実実理理融融合合 サクセスストーリーを聞いて、どのように
転用できるかのスペシャライズの事象をゼネラライズする知識と
見識がなかったら、1回話を聞いたら終わりになる。

的
な
能
力
、
第
３
レ
ベ
ル
に
な
っ
た
ら
、

人
間
力
と
管
理
的
能
力
が
重
要
に
な
る
。

（
図
２
）
Ｍ
Ｏ
Ｔ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
見

る
と
人
間
的
能
力
を
育
成
す
る
部
分
が

抜
け
て
い
る
。
人
間
的
能
力
を
触
発
す

る
た
め
の
教
育
は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の

か
。

組組
織織
のの
トト
ッッ
ププ
（（ＣＣ
ＥＥ
ＯＯ
））をを
目目
指指
すす

組
織
の
長
を
目
指
さ
な
い
と
駄
目
。

下
の
人
は
Ｃ
Ｔ
Ｏ
が
技
術
の
最
高
責
任

者
で
は
あ
る
が
「
次
は
引
退
よ
」
と
い

う
の
と
「
次
は
社
長
に
な
る
よ
」
と
言

う
の
で
下
の
見
る
目
が
違
う
。
そ
の
組

織
に
お
い
て
頑
張
っ
て
い
る
限
り
Ｃ
Ｅ

Ｏ
へ
の
目
が
あ
る
こ
と
が
基
本
。

ＭＭ
ＯＯ
ＴＴ
教教
育育
をを
現現
場場
でで
生生
かか
すす

現
場
で
ど
う
生
き
る
か
の
観
点
が
無

い
講
義
は
無
意
味
で
あ
る
。
Ｍ
Ｏ
Ｔ
は

実
学
で
あ
る
。
儲
け
て
な
ん
ぼ
で
あ
る
。

ポポスストト 氏氏 名名 年年齢齢 経経 歴歴 ポポスストト 氏氏 名名 年年齢齢 経経 歴歴

総理 安部晋三 ５７ 成蹊大（法） 経済産業
原子力

茂木敏充 ５７ 東大（経）

副総理
財務金融

麻生太郎 ７１ 学習院
（政経）

国土交通 太田昭宏 ６７ 京大（工）
土木

総務 新藤義孝 ５５ 明治大
（文）

復興防災
原子力

石原伸晃 ５６ 慶大（文）

法務 谷垣禎一 ６８ 東大（法） 防衛 小野寺５典 ５５ 東京水産大

外務 岸田文雄 ５５ 早大（法） 官房
安全保障

菅義偉 ６４ 法政大
（法）

福島事故
復興

根本匠 ６２ 東大（経） 国家公安
拉致問題

古屋圭司 ６０ 成蹊大
（経）

文部科学 下村博文 ５９ 早大
（教育）

沖縄・北
方・領土

山本一太 ５５ 中央大
（法）

厚生労働 田村憲久 ４８ 千葉大
（法経）

経済再生
税一体

甘利明 ６５ 慶大（法）

農林水産 林芳正 ５２ 東大（法） 少子化 森雅子 ４８ 東北大（法）

行政改革 稲田朋美 ５４ 早大（法）

ソニー 平井一夫社長 国際基督教大（教養）１２ ５２

パナソニック 津賀一宏 社長 阪大（基礎工）１２（社長就任年）

カリフオルニア大（情報）修士

５６

日立 川村隆 会長

中西宏明

東京大（電）

東京大（電）１０

７３

６７

東芝 西田 厚聡 会長

佐々木則夫 副会長

田中久雄 社長

東京大 院（経）

早稲田大（理工、機械）

神戸商科大（商経）１３

６９

６４

６２

三菱電機 下村節宏 会長

山西健一郎 社長

京都大 （工）

京都大 （工）１０

６５

５９

ＮＥＣ 矢野 薫 会長

遠藤信博 社長

東京大(工）

東京工大(理工）博１０

６９

５９

シャープ 奥田隆司 会長

高橋興三 社長

名古屋工大（工）院１２

静岡大（工）院１３

５９

５８

キャノン 御手洗富士夫 会長、
社長

中央大（法）１２（再登板） ７８

製製 造造 業業

系（Ｓｙｓｔｅｍ）

Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ
入力
人

材料

金

エネルギー

出力

不祥事

倒産

廃廃棄棄物物

（人・物）
エアコンの設計でも会社の経営でも系の
中身は違っても技術者のやってきたこと
は経営という立場でも生かせる延長線上

図図１１ 企企業業のの目目的的とと経経営営者者のの責責務務

表表２２ 日日本本国国 安安部部第第２２次次内内閣閣閣閣僚僚名名簿簿（2012.12.26）

（注2）CEO:Chief Executive Officerの略。最高経営責任者。
（注3）CTO:Chief Technology Officerの略。最高技術責任者。
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ケ
ー
ス
ス
タ
ー
デ
ィ
は
良
い
が
、
ケ
ー

ス
ス
タ
ー
デ
ィ
と
全
く
同
じ
経
営
現
場

は
あ
り
得
な
い
。
だ
か
ら
ベ
ー
ス
と
な

る
理
論
を
し
っ
か
り
勉
強
し
て
、
理
論

を
具
象
化
す
る
た
め
に
適
切
な
ケ
ー
ス

ス
タ
ー
デ
ィ
を
や
れ
ば
良
い
。(

図
３
）

Ｍ
Ｏ
Ｔ
の
学
科
長
は
経
営
の
経
験
が

あ
っ
た
方
が
良
い
。
耳
学
問
で
は
駄
目

で
経
営
の
経
験
が
あ
り
、
教
育
に
強
い

関
心
実
績
の
あ
る
企
業
人
が
良
い
。
研

究
職
の
み
の
経
験
者
は
不
適
格
。

【【質質
疑疑
】】ＱＱ
：：質質
問問
、、
ＡＡ
：：回回
答答

ＱＱ
（（加加
藤藤
史史
洋洋

元元M
M

PS

受受
講講
生生
））：：Ｃ

Ｔ
Ｏ
は
技
術
の
ト
ッ
プ
で
あ
っ
て
経
営

に
参
画
で
き
な
い
前
提
が
あ
っ
て
Ｃ
Ｅ

こ
れ
は
と
い
う
部
下
は
海
外
出
張
に

連
れ
て
い
っ
た
。
人
間
苦
し
く
な
っ
た

時
に
ど
の
よ
う
な
振
る
舞
い
を
す
る
か

で
人
間
を
評
価
し
て
い
る
。
Ｍ
Ｏ
Ｔ
の

先
生
は
生
徒
数
が
精
々
30
人
程
度
で
あ

り
、
面
倒
を
終
生
見
届
け
る
よ
う
な
先

生
に
な
っ
て
頂
き
た
い
。

ＱＱ
（（坂坂
巻巻
資資
敏敏
元元
リリ
ココ
ーー
常常
務務
執執
行行
役役

員員
））：：Ｍ
Ｏ
Ｔ
を
教
え
る
の
は
Ｃ
Ｅ
Ｏ
を

教
え
な
い
と
駄
目
だ
。
最
近
の
新
入
社

員
は
「
社
長
は
嫌
で
す
」
と
言
う
。
本

当
に
勉
強
し
て
会
社
を
良
く
し
よ
う
と

思
っ
て
参
加
し
な
い
。

ＡＡ
：：Ｍ
Ｍ
Ｐ
Ｓ
、
最
初
は
社
長
が
来
て
、

次
に
役
員
が
来
て
、
部
長
が
来
て
、
課

長
か
来
て
・
・
。
社
内
で
教
育
で
き
な

い
経
営
の
テ
ク
ニ
カ
ル
タ
ー
ム
や
マ
イ

ン
ド
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
る
。

今
の
新
入
生
は
社
長
ど
こ
ろ
か
課
長
に

な
る
こ
と
も
嫌
っ
て
い
る
。
課
長
が
管

理
す
る
残
業
管
理
と
か
、
出
勤
率
と
か
、

納
期
の
問
題
と
か
は
、
技
術
屋
か
ら
み

る
と
雑
用
と
思
う
。
雑
用
を
マ
ネ
ー
ジ

す
る
こ
と
で
、
仕
事
の
状
態
と
か
プ
ロ

ダ
ク
ト
ビ
リ
テ
ィ
ー
な
ど
見
え
る
。
自

分
の
キ
ャ
リ
ア
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
使
っ

て
Ｃ
Ｅ
Ｏ
と
い
う
ゴ
ー
ル
に
近
づ
け
る

考
え
が
大
事
。
企
業
内
で
上
司
が
教
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

ＱＱ
（（小小
平平
和和
一一
朗朗
専専
務務
理理
事事
））：：
法
務
の

話
題
が
出
て
い
ま
し
た
。
こ
う
い
う
法

律
は
抑
え
る
べ
き
だ
と
い
う
吉
久
保
先

生
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
あ
り
ま
す
か
。

ＡＡ
（（吉吉
久久
保保
信信
一一
弁弁
護護
士士
））：：先
ほ
ど
先

生
の
お
っ
し
ゃ
っ
た
会
社
法
と
か
労
働

法
と
か
知
的
財
産
な
ど
の
法
律
が
あ
る
。

ＡＡ
（（角角
講講
師師
））
：：法
律
と
か
は
顧
問
弁
護

士
な
ど
の
専
門
家
が
意
見
具
申
し
て
く

れ
る
が
、
ど
れ
を
選
択
し
て
判
断
す
る

か
は
、
ど
れ
だ
け
経
験
が
あ
る
か
、
ど

れ
だ
け
精
通
し
て
い
る
か
。
最
後
の
判

断
は
社
長
し
か
い
な
い
。

「ＭＯＴ教育はＣＥＯを目指す」に関し、活発な意見交換ができた。「な
ぜＣＥＯを目指すのか」と質問をする加藤史洋氏。

Ｏ
を
目
指
す
べ
き
と
い
う
こ
と
か
。

ＡＡ
（（角角
忠忠
夫夫
講講
師師
））：：会
社
は
技
術
が
大
事

で
技
術
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
ー
、
技
術

者
の
管
理
・
育
成
が
大
事
で
、
そ
の
責

任
を
Ｃ
Ｔ
Ｏ
は
負
っ
て
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
レ

ポ
ー
ト
す
る
。
会
社
全
体
の
経
営
と
い

う
点
か
ら
言
っ
た
ら
Ｃ
Ｔ
Ｏ
の
責
任
は

一
部
分
で
あ
る
。
処
遇
は
ず
い
ぶ
近
づ

い
て
い
る
が
、
会
社
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

は
、
組
織
の
長
が
絶
対
で
あ
る
。

ＡＡ
（（寺寺
尾尾
謙謙
芝芝
浦浦
工工
業業
大大
学学
職職
員員
））：：技
術

的
能
力
、
管
理
的
能
力
、
人
間
的
能
力

の
中
で
、
Ｍ
Ｏ
Ｔ
教
育
で
人
間
的
能
力

が
足
り
て
な
い
と
思
う
。
人
間
的
能
力

教
育
の
事
例
を
紹
介
し
て
欲
し
い
。

ＡＡ
：：そ
れ
が
書
か
れ
て
い
る
の
が
『
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
マ
ネ
ジ
ャ
ー

–

強
き
技

術
系
管
理
者
へ
の
道-

』
バ
ダ
ウ
ィ
著
・

角
忠
夫
訳
で
あ
る
。
人
間
力
の
育
成
は

師
弟
関
係
を
繋
が
っ
て
や
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
出
来
な
い
。

図図３３ MMOOTTはは理理論論とと実実践践がが両両論論

2013.9.3セセミミナナーー

図図 ２２ 管管理理能能力力配配分分 ＭＭＳＳＭＭ（（Management Skill Mix））

技術経営人財育成セミナー（第７回）

角角忠忠夫夫略略歴歴：：京都大学工学部電気工学科卒業、㈱東芝取締役電機事業本部長、

㈱芝浦製作所代表取締役社長、芝浦メカトロニクス㈱代表取締役社長、㈱むさし
野経営塾代表取締役塾長（現職）、松蔭大学大学院経営管理研究科教授（現職）、
北陸先端科学技術大学院大学客員教授（現職）

（注４）ホームページ（http://eufd.org）に詳細な報告を掲載

技術的能力

人間的能力

管理的能力

第２レベル

管理者

第１レベル

監督者

第３レベル

経営者

理論

原論

ケケーースス
ススタタデディィ

演習

修論

実践

ココンンササルルタタンントト

ココーーチチンンググ

ＯＯＪＪＴＴ

目目
標標

結結
果果

角氏は電気通信大学技術経営実践スクール（MMPS）を立ち
上げ中小企業幹部向けの経営塾に10年取り組んできた。
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系系
のの
中中
身身
はは
違違
っっ
てて
もも
経経
営営
でで
生生
かか
せせ
るる

こ
こ
に
は
技
術
系
経
営
者
の
皆
様
が

多
い
と
思
う
が
、
技
術
者
が
モ
ノ
を
設

計
す
る
場
合
と
に
か
く
入
力
と
出
力
に

対
し
て
の
系
で
あ
る
。
技
術
者
は
系
を

最
適
化
す
る
と
い
う
仕
事
を
技
術
問
題

だ
と
捉
え
、
経
営
問
題
と
は
言
わ
ず
に

そ
の
経
験
が
生
き
る
と
い
う
考
え
を
持

つ
。
不
連
続
で
は
な
く
一
技
術
か
ら
経

営
者
ま
で
連
続
し
て
い
る
。
や
り
方
は

何
も
変
ら
な
い
。
半
世
紀
に
わ
た
る
経

験
か
ら
学
ん
だ
。(

図
１
）

技技
術術
者者
がが
経経
営営
のの
面面
でで
活活
躍躍
すす
べべ
きき

日
本
の
電
機
産
業
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
さ
す

が
に
電
気
の
世
界
は
技
術
系
が
半
分
以

上
を
占
め
て
い
る
。
（
表
１
）
ソ
ニ
ー

と
か
キ
ヤ
ノ
ン
は
文
系
で
あ
る
。
東
芝

は
今
年
原
子
力
の
佐
々
木
氏
に
交
代
し

た
が
歴
代
文
系
の
経
営
者
が
多
い
。

日
本
の
安
倍
政
権
を
見
る
と
18
人

の
大
臣
（
表
２
）
の
中
で
理
系
は
唯
一

公
明
党
の
太
田
国
土
交
通
大
臣
く
ら
い

で
あ
る
。
日
本
の
政
界
、
も
っ
と
技
術

系
が
出
て
来
て
も
良
い
と
思
う
。

2013.9.3セセミミナナーー
技術経営人財育成セミナー（第7回）

人人
間間
的的
能能
力力
をを
育育
成成
すす
るる
教教
育育

会
社
の
レ
ベ
ル
で
平
の
段
階
か
ら
主

任
・
主
務
・
係
長
の
監
督
者
レ
ベ
ル
の

第
１
レ
ベ
ル
、
第
２
レ
ベ
ル
で
管
理
者

（
部
課
長
）
、
第
３
レ
ベ
ル
で
経
営
者
。

そ
れ
ぞ
れ
勉
強
す
べ
き
こ
と
が
違
う
。

第
１
レ
ベ
ル
に
要
求
さ
れ
る
の
は
、
技

術
的
能
力
と
チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が

非
常
に
大
事
で
あ
る
し
、
第
２
レ
ベ
ル

に
な
る
と
技
術
的
な
能
力
と
経
営
管
理

■■ 角角 忠忠夫夫氏氏のの講講演演（注４）

日日本本のの大大学学院院MOTココーースス
でで経経営営者者がが育育つつかか
CEOが具備すべき知識、キャリアと見識とは

講師の角忠夫氏は、電機産業で約30年間管理・経営職に
従事後、請われてMOT創設時から10年間社会人学生向け
のMOTコースで教育する傍ら、中小企業の経営者やその
二世達を鍛える経営塾を指導し、このコースでも300名の

卒業生がそれぞれの企業で活躍している。これらの経験を
踏まえ、現状のMOT専門職のカリキュラム、受講生の層と

意識、指導する教授陣のキャリア、知識、見識、受講生達
の卒業後の職場のポジションや活躍状況などを体験的に
概観し、本格的な製造業の復権を果たす経営者養成教育
のあるべき姿を参加者とともに考えた。

表表１１ 現現代代のの主主要要電電機機産産業業ののCEO

ＭＭＯＯＴＴはは実実理理融融合合 サクセスストーリーを聞いて、どのように
転用できるかのスペシャライズの事象をゼネラライズする知識と
見識がなかったら、1回話を聞いたら終わりになる。

的
な
能
力
、
第
３
レ
ベ
ル
に
な
っ
た
ら
、

人
間
力
と
管
理
的
能
力
が
重
要
に
な
る
。

（
図
２
）
Ｍ
Ｏ
Ｔ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
見

る
と
人
間
的
能
力
を
育
成
す
る
部
分
が

抜
け
て
い
る
。
人
間
的
能
力
を
触
発
す

る
た
め
の
教
育
は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の

か
。

組組
織織
のの
トト
ッッ
ププ
（（ＣＣ
ＥＥ
ＯＯ
））をを
目目
指指
すす

組
織
の
長
を
目
指
さ
な
い
と
駄
目
。

下
の
人
は
Ｃ
Ｔ
Ｏ
が
技
術
の
最
高
責
任

者
で
は
あ
る
が
「
次
は
引
退
よ
」
と
い

う
の
と
「
次
は
社
長
に
な
る
よ
」
と
言

う
の
で
下
の
見
る
目
が
違
う
。
そ
の
組

織
に
お
い
て
頑
張
っ
て
い
る
限
り
Ｃ
Ｅ

Ｏ
へ
の
目
が
あ
る
こ
と
が
基
本
。

ＭＭ
ＯＯ
ＴＴ
教教
育育
をを
現現
場場
でで
生生
かか
すす

現
場
で
ど
う
生
き
る
か
の
観
点
が
無

い
講
義
は
無
意
味
で
あ
る
。
Ｍ
Ｏ
Ｔ
は

実
学
で
あ
る
。
儲
け
て
な
ん
ぼ
で
あ
る
。

ポポスストト 氏氏 名名 年年齢齢 経経 歴歴 ポポスストト 氏氏 名名 年年齢齢 経経 歴歴

総理 安部晋三 ５７ 成蹊大（法） 経済産業
原子力

茂木敏充 ５７ 東大（経）

副総理
財務金融

麻生太郎 ７１ 学習院
（政経）

国土交通 太田昭宏 ６７ 京大（工）
土木

総務 新藤義孝 ５５ 明治大
（文）

復興防災
原子力

石原伸晃 ５６ 慶大（文）

法務 谷垣禎一 ６８ 東大（法） 防衛 小野寺５典 ５５ 東京水産大

外務 岸田文雄 ５５ 早大（法） 官房
安全保障

菅義偉 ６４ 法政大
（法）

福島事故
復興

根本匠 ６２ 東大（経） 国家公安
拉致問題

古屋圭司 ６０ 成蹊大
（経）

文部科学 下村博文 ５９ 早大
（教育）

沖縄・北
方・領土

山本一太 ５５ 中央大
（法）

厚生労働 田村憲久 ４８ 千葉大
（法経）

経済再生
税一体

甘利明 ６５ 慶大（法）

農林水産 林芳正 ５２ 東大（法） 少子化 森雅子 ４８ 東北大（法）

行政改革 稲田朋美 ５４ 早大（法）

ソニー 平井一夫社長 国際基督教大（教養）１２ ５２

パナソニック 津賀一宏 社長 阪大（基礎工）１２（社長就任年）

カリフオルニア大（情報）修士

５６

日立 川村隆 会長

中西宏明

東京大（電）

東京大（電）１０

７３

６７

東芝 西田 厚聡 会長

佐々木則夫 副会長

田中久雄 社長

東京大 院（経）

早稲田大（理工、機械）

神戸商科大（商経）１３

６９

６４

６２

三菱電機 下村節宏 会長

山西健一郎 社長

京都大 （工）

京都大 （工）１０

６５

５９

ＮＥＣ 矢野 薫 会長

遠藤信博 社長

東京大(工）

東京工大(理工）博１０

６９

５９

シャープ 奥田隆司 会長

高橋興三 社長

名古屋工大（工）院１２

静岡大（工）院１３

５９

５８

キャノン 御手洗富士夫 会長、
社長

中央大（法）１２（再登板） ７８

製製 造造 業業

系（Ｓｙｓｔｅｍ）

Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ
入力
人

材料

金

エネルギー

出力

不祥事

倒産

廃廃棄棄物物

（人・物）
エアコンの設計でも会社の経営でも系の
中身は違っても技術者のやってきたこと
は経営という立場でも生かせる延長線上

図図１１ 企企業業のの目目的的とと経経営営者者のの責責務務

表表２２ 日日本本国国 安安部部第第２２次次内内閣閣閣閣僚僚名名簿簿（2012.12.26）

（注2）CEO:Chief Executive Officerの略。最高経営責任者。
（注3）CTO:Chief Technology Officerの略。最高技術責任者。
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代
表
取
締
役
を
務
め
る
Ｅ
ア
ー
ト
カ

ン
パ
ニ
ー
は
、
そ
の
国
際
ラ
イ
セ
ン
ス

指
導
者
の
養
成
学
校
の
経
営
か
ら
始

ま
っ
た
。

機機
能能
改改
善善
エエ
クク
ササ
ササ
イイ
ズズ

ピピ
タタ
ゴゴ

現
在
は
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
Ｑ
Ｏ
Ｌ(

生
活
の
質)

を
追
究

す
る
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
機
能

性
解
剖
学
・
身
体
力
学
・
生
理
学
を
駆

使
し
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
運
動

器
の
機
能
改
善
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
「
ピ
タ

ゴ
」
の
開
発
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
。

目目
的的

た
だ
会
社
を
回
す
だ
け
の
経
営

に
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
か
ら
10
倍
、
20

倍
と
発
展
し
て
い
く
企
業
に
育
て
る
に

は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
、
基
礎
か
ら

固
め
た
く
受
講
し
た
。

期期
待待

学
習
と
演
習
に
取
り
組
む
こ
と

で
商
品
の
質
を
上
げ
る
手
が
か
り
を
探

り
、
ラ
イ
セ
ン
ス
化
・
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ

ズ
化
・
国
際
化
す
る
道
筋
を
立
て
ら
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

感感
想想

い
つ
も
事
業
と
向
き
合
う
時
は

孤
独
だ
。
西
川
技
術
経
営
塾
で
は
概
論

だ
け
で
は
な
く
、
自
分
が
現
実
に
向
き

合
っ
て
い
る
事
業
を
も
と
に
、
実
践
的

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
け
る
。
経
験
豊
か

な
先
生
方
や
仲
間
の
受
講
生
の
方
々
と

2013.10.23西西河河技技術術経経営営塾塾
西河技術経営塾10月開塾

平
成
25
年
10
月
23
日(

水
）
西
河
技
術

経
営
塾
は
、
３
名
の
入
塾
者
を
迎
え
て

開
塾
し
た
。
若
手
経
営
者
向
け
に
基
本

的
な
経
営
の
基
礎
知
識
の
修
得
と
想
像

力
の
鍛
錬
を
培
う
技
術
経
営
に
関
す
る

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
で
あ
る
。
毎
水
曜

日
の
午
後
６
時
か
ら
３
時
間
開
塾
す
る
。

実実
践践
的的
なな
技技
術術
経経
営営
をを
学学
ぶぶ

技
術
経
営
と
い
っ
て
も
技
術
者
を
対

象
に
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
で
は
な

く
、
技
術
者
を
い
か
に
使
う
か
、
い
か

に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
か
を
含
め
て
実

践
的
な
技
術
経
営
を
学
ぶ
。

経
営
学
は
複
合
学
、
そ
れ
を
浅
く
広

く
、
機
能
的
に
連
携
さ
せ
な
が
ら
短
期

間
に
総
合
力
を
高
め
る
学
習
の
場
と
創

造
力
鍛
錬
の
場
を
提
供
す
る
。

開
塾
の
目
的
は
次
世
代
の
日
本
型
技

術
経
営
を
若
手
塾
生
と
と
も
に
学
び
、

社
会
に
役
立
つ
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
生
す
る

こ
と
に
あ
る
。

学学
習習
のの
場場
とと
創創
造造
力力
鍛鍛
錬錬
のの
場場

日
本
の
経
営
環
境
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ

ス
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
実
践
力
を
学
ぶ
。

経
営
学
は
複
合
学
で
、
そ
れ
を
浅
く
広

く
、
機
能
的
に
連
携
さ
せ
な
が
ら
短
期

間
に
総
合
力
を
高
め
る
学
習
の
場
と
、

創
造
力
鍛
錬
の
場
を
提
供
す
る
。

演
習
で
は
受
講
者
が
取
り
組
ん
で
い

る
ビ
ジ
ネ
ス
に
対
し
個
別
対
応
す
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
整
理
し
発
表
す
る
。

そ
れ
に
基
づ
き
事
業
計
画
、
中
長
期
計

画
を
立
案
す
る
た
め
の
基
礎
知
識
を
学

ぶ
。

【【
受受
講講
生生
のの
紹紹
介介
】】

書
類
選
考
後
、
面
接
試
験
を
含
む
選

抜
試
験
を
行
い
３
名
に
入
塾
を
許
可
し

た
。
入
塾
者
の
会
社
の
紹
介
と
事
業
コ

ン
セ
プ
ト
、
受
講
の
目
的
と
期
待
、
感

想
等
を
紹
介
す
る
。

更更
科科

枝枝
里里

ド
イ
ツ
に
リ
ハ
ビ
リ
か
ら
派
生
し
た

「
ピ
ラ
テ
ィ
ス
」
と
い
う
身
体
機
能
改

善
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
方
法
が
あ
っ
た
。

日
本
の
経
営
環
境
に
お
け
る
経
営
実
践
力
を
学
ぶ
。

経
営
学
は
複
合
学
。
そ
れ
を
浅
く
広
く
、
機
能
的
に
連
携
さ
せ
な
が
ら

短
期
間
に
総
合
力
を
高
め
る
学
習
の
場
と
創
造
力
鍛
錬
の
場
を
提
供
す
る
。

変革の時代、第２創業しないと生き残れない
実実践践経経営営ススククーールル
・・基基礎礎ココーースス開開塾塾

E・ART Company㈱代表取締役

更科 枝里 氏

の
交
流
や
、
授
業
だ
け
で
な
く
、
そ
の

後
の
ナ
イ
ト
・
サ
イ
エ
ン
ス
で
の
学
び

に
は
、
経
営
学
に
留
ま
ら
な
い
ヒ
ン
ト

が
沢
山
あ
っ
た
。

尾尾
崎崎

一一
成成

Ｏ
Ｚ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
イ
ー
ジ

の
尾
崎
一
成
代
表
は
㈱
バ
ン
ガ
ー
ド
シ

ス
テ
ム
ズ
の
新
規
事
業
開
発
に
取
り
組

む
。
同
社
は
86
年
に
池
野
成
雄
社
長

が
精
密
機
械
の
技
術
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
し

て
創
業
し
、
テ
ー
ピ
ン
グ
マ
シ
ン
関
連

ビ
ジ
ネ
ス
を
手
掛
け
る
。

最
近
ハ
イ
ピ
ー
テ
ッ
ク
社
と
Ｍ
＆
Ａ
、

高
精
密
モ
ー
タ
制
御
ビ
ジ
ネ
ス
へ
進
出
。

ハ
イ
ピ
ー
が
保
有
す
る
モ
ー
タ
制
御
技

術
を
応
用
し
て
電
動
ド
ラ
イ
バ
ー
を
開

発
し
た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
内

部
に
使
用
さ
れ
て
い
る
Ｍ
０
・
８
の
ネ

ジ
を
締
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

期期
待待

ま
だ
数
回
の
講
義
・
演
習
に
参

加
し
た
だ
け
だ
が
、
演
習
の
み
な
ら
ず

講
義
も
全
員
参
加
で
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ

ブ
に
行
わ
れ
る
た
め
、
い
わ
ゆ
る
「
講

義
」
の
３
倍
は
知
的
刺
激
が
あ
る
。

ま
た
参
加
さ
れ
て
い
る
他
塾
生
の
方

の
ビ
ジ
ネ
ス
分
野
、
年
齢
、
性
別
が
見

事
に
バ
ラ
バ
ラ
で
、
自
社
に
籠
っ
て
い

て
は
得
難
い
、
多
彩
な
考
え
方
に
直
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

OZ Consulting Easy代表

尾崎 一成 氏



7 Earnest Vol.02 No.1 November 15.2013

2013.10.23ココララムム・・西西河河技技術術経経営営塾塾
西河経営塾10月開塾

アーネスト育成財団は、ビジネスづくりを支援します

9
月
21
日
に
、
ケ
ニ
ア
の
首
都
ナ

イ
ロ
ビ
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

「
ナ
ク
マ
ッ
ト
・
ウ
エ
ス
ト
ゲ
ー

ト
」
が
ソ
マ
リ
ア
の
イ
ス
ラ
ム
過
激

派
「
ア
ル
シ
ャ
バ
ー
ブ
」
に
襲
撃
さ

れ
、
70
名
近
く
が
死
亡
す
る
と
い
う

痛
ま
し
い
事
件
が
起
こ
り
ま
し
た
。

犠
牲
者
の
方
に
心
よ
り
ご
冥
福
を
お

祈
り
致
し
ま
す
。
こ
こ
の
処
、
堅
調

に
推
移
し
て
来
た
ケ
ニ
ア
経
済
に
影

響
す
る
事
が
懸
念
さ
れ
残
念
で
す
。

前
号
で
は
、
自
動
車
強
盗
と
の
カ
ー

チ
ェ
イ
ス
で
、
難
を
逃
れ
た
話
し
を

し
ま
し
た
が
、
安
全
に
は
コ
ス
ト
を

掛
け
る
事
も
必
要
で
す
。
今
回
は
そ

の
切
っ
掛
け
に
な
っ
た
話
を
し
ま
す
。

日日
本本
人人
学学
校校
長長
校校
門門
前前
でで
射射
殺殺

前
年
の
１
９
７
５
年
８
月
15
日
朝

９
時
、
夏
休
み
中
の
ナ
イ
ロ
ビ
日
本

人
学
校
に
出
勤
し
た
浅
野
邦
章
校
長

が
校
門
で
賊
に
射
殺
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
、
私
は
日
本
人
会
長
を
務
め
て

お
り
、
前
日
８
月
14
日
の
夕
方
に
私

の
事
務
所
で
理
事
会
を
開
き
、
永
ら

く
途
絶
え
て
い
た
「
日
本
人
学
校
財

団
」
を
復
活
さ
る
事
を
決
め
ま
し
た
。

そ
の
基
金
と
し
て
２
千
万
円
を
集
め
、

毎
年
の
運
用
益
３
百
万
円
を
校
舎
の

維
持
管
理
費
と
し
て
支
援
す
る
事
と

し
ま
し
た
。
浅
野
校
長
先
生
は
「
あ

あ
、
こ
れ
で
金
の
心
配
を
す
る
事
な

く
教
育
に
専
念
で
き
る
。
こ
れ
が
も

う
二
、
三
年
早
け
れ
ば
よ
か
っ
た
の

に
！
」
と
本
当
に
嬉
し
そ
う
な
笑
顔

で
お
帰
り
に
な
り
ま
し
た
。
事
件
が

起
き
た
の
は
、
そ
の
翌
朝
の
事
だ
っ

緊緊急急時時のの運運転転テテククニニッックク等等をを学学ぶぶ

た
の
で
、
大
変
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

ま
し
た
。
待
ち
伏
せ
さ
れ
た
強
盗
に

カ
バ
ン
を
奪
わ
れ
、
そ
の
際
に
射
殺

さ
れ
た
の
で
す
が
、
未
だ
に
犯
人
は

捕
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
事
件
に
よ
り
、
邦
人
社
会
で

は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
意
識
が
非
常
に
高

ま
り
、
丸
紅
ナ
イ
ロ
ビ
支
店
で
も
英

国
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
リ
ス
ク
社
に

依
頼
し
て
、
事
務
所
及
び
社
員
宅
の

安
全
チ
ェ
ッ
ク
、
社
員
お
よ
び
家
族

へ
の
安
全
講
習
会
、
支
店
の
全
運
転

手
に
緊
急
時
の
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
テ
ク

ニ
ッ
ク
を
受
講
さ
せ
る
等
を
一
週
間

か
け
て
実
施
し
ま
し
た
。
ド
ラ
イ
ビ

ン
グ
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
は
、
自
動
車
強

盗
の
見
分
け
方
、
ス
ピ
ン
タ
ー
ン
テ

ク
ニ
ッ
ク
、
ハ
イ
ウ
エ
ー
の
逃
げ
方
、

逃
げ
込
み
先
の
選
定
な
ど
を
学
び
ま

し
た
。
料
金
は
２
百
十
万
円
で
し
た

が
、
他
の
日
本
企
業
２
社
と
合
同
で

実
施
し
た
の
で
、
私
の
所
の
負
担
は

80
万
円
で
し
た
。
こ
の
時
の
受
講
内

容
が
９
ヶ
月
後
に
実
践
で
役
に
立
ち

非
常
時
に
備
え
て
コ
ス
ト
を
掛
け
て

で
も
訓
練
を
し
て
お
く
事
が
大
切
だ

と
い
う
事
を
身
を
持
っ
て
知
っ
た
事

件
で
し
た
。

基基
金金
はは
今今
もも
役役
にに
立立
っっ
てて
いい
るる

猶
、
日
本
人
学
校
財
団
基
金
の
方

は
、
企
業
や
個
人
の
皆
様
の
ご
支
援

が
あ
り
目
標
額
を
集
め
る
事
が
出
来

ま
し
た
。
今
も
、
こ
の
基
金
は
健
全

に
運
用
さ
れ
て
お
り
、
ケ
ニ
ア
人
と

結
婚
し
た
日
本
人
女
性
の
子
息
へ
の

奨
学
金
も
出
し
て
い
ま
す
。
世
界
各

地
に
あ
る
日
本
人
学
校
の
中
で
、
財

団
基
金
か
ら
の
支
援
が
あ
る
の
は
唯

一
ナ
イ
ロ
ビ
日
本
人
学
校
だ
け
だ
そ

う
で
す
。
（
研
究
員

淺
野
昌
宏
）

安安
全全
のの
ココ
スス
トト

Africa

各
塾
生
が
現
在
直
面
し
て
い
る
ビ
ジ

ネ
ス
の
現
実
を
、
ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
で
再
構
築
す
る
か
と
い
う
極

め
て
リ
ア
ル
な
課
題
が
中
心
と
な
る
た

め
、
西
河
塾
に
て
得
ら
れ
る
知
見
を
そ

の
ま
ま
現
実
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
応
用
で
き

る
実
用
性
も
期
待
し
て
い
る
。

感感
想想

幸
い
な
こ
と
に
講
師
陣
、
他
の

塾
生
の
皆
さ
ん
は
素
晴
ら
し
い
方
ば
か

り
で
、
こ
れ
か
ら
の
講
義
が
ま
す
ま
す

楽
し
み
で
あ
る
。

理
事
長
の
西
河
さ
ん
も
頻
繁
に
お
見
え

に
な
り
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
修
羅
場

を
さ
ら
っ
と
笑
っ
て
お
話
に
な
る
凄
み

に
度
肝
を
抜
か
れ
る
。

田田
井井

洋洋
雄雄

「
熱
意
も
っ
て
挑
戦
す
る
」
を
方
針

と
し
、
機
械
刃
物
／
摺
動
部
品
／
印
刷

機
用
部
品
／
各
種
カ
ッ
タ
ー
の
設
計
を

行
い
、
適
切
な
鋼
材
質
の
選
定
と
最
適

な
熱
処
理
、
高
品
質
な
精
度
で
仕
上
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。

社
内
に
熱
処
理
施
設
を
有
し
、
社
内
一

貫
製
作
を
行
っ
て
い
る
。

ミミ
クク
ロロ
のの
精精
度度
でで
仕仕
上上
げげ
るる
技技
術術

平
面
度
、
直
角
度
、
平
行
度
（
厚
み

ム
ラ
）
は
ミ
ク
ロ
の
精
度
で
仕
上
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
当
社
特
有
の

ノ
ウ
ハ
ウ
で
刃
物
の
耐
久
性
が
飛
躍
的

に
向
上
し
て
い
る
。

当
社
製
品
の
パ
ン
チ
ユ
ニ
ッ
ト
は
第

２
回
多
摩
ブ
ル
ー
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。

数
多
く
の
大
手
企
業
の
取
引
先
か
ら
も

当
社
の
技
術
力
の
高
さ
は
評
価
さ
れ
て

い
る
。

近
年
は
当
社
独
自
の
カ
ッ
タ
ー
ユ

ニ
ッ
ト
へ
の
注
目
が
高
く
、
総
合
的
な

刃
物
メ
ー
カ
ー
と
し
て
切
断
に
関
す
る

課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

目目
的的

同
じ
志
を
持
っ
た
経
営
仲
間
と

切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
自
身
の
経
営
力
を

磨
き
、
力
強
い
会
社
を
作
り
あ
げ
た
く

入
塾
し
た
。

期期
待待

研
修
を
受
け
な
が
ら
即
実
践
し

て
、
経
営
改
善
成
果
を
出
せ
る
。

感感
想想

実
体
験
を
元
に
し
た
話
は
、
現

実
に
即
し
て
お
り
実
践
に
結
び
付
け
や

す
い
。
ま
た
、
少
人
数
制
は
議
論
を
し

や
す
く
、
た
だ
学
ぶ
だ
け
で
な
く
知
見

を
深
め
ら
れ
る
の
で
、
今
後
が
楽
し
み
。

塾生との活発な意見交換ができた。塾生3名と講師陣。

㈱トライヤーン代表取締役社長

田井 洋雄 氏
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代
表
取
締
役
を
務
め
る
Ｅ
ア
ー
ト
カ

ン
パ
ニ
ー
は
、
そ
の
国
際
ラ
イ
セ
ン
ス

指
導
者
の
養
成
学
校
の
経
営
か
ら
始

ま
っ
た
。

機機
能能
改改
善善
エエ
クク
ササ
ササ
イイ
ズズ

ピピ
タタ
ゴゴ

現
在
は
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
Ｑ
Ｏ
Ｌ(

生
活
の
質)

を
追
究

す
る
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
機
能

性
解
剖
学
・
身
体
力
学
・
生
理
学
を
駆

使
し
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
運
動

器
の
機
能
改
善
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
「
ピ
タ

ゴ
」
の
開
発
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
。

目目
的的

た
だ
会
社
を
回
す
だ
け
の
経
営

に
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
か
ら
10
倍
、
20

倍
と
発
展
し
て
い
く
企
業
に
育
て
る
に

は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
、
基
礎
か
ら

固
め
た
く
受
講
し
た
。

期期
待待

学
習
と
演
習
に
取
り
組
む
こ
と

で
商
品
の
質
を
上
げ
る
手
が
か
り
を
探

り
、
ラ
イ
セ
ン
ス
化
・
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ

ズ
化
・
国
際
化
す
る
道
筋
を
立
て
ら
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

感感
想想

い
つ
も
事
業
と
向
き
合
う
時
は

孤
独
だ
。
西
川
技
術
経
営
塾
で
は
概
論

だ
け
で
は
な
く
、
自
分
が
現
実
に
向
き

合
っ
て
い
る
事
業
を
も
と
に
、
実
践
的

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
け
る
。
経
験
豊
か

な
先
生
方
や
仲
間
の
受
講
生
の
方
々
と

2013.10.23西西河河技技術術経経営営塾塾
西河技術経営塾10月開塾

平
成
25
年
10
月
23
日(

水
）
西
河
技
術

経
営
塾
は
、
３
名
の
入
塾
者
を
迎
え
て

開
塾
し
た
。
若
手
経
営
者
向
け
に
基
本

的
な
経
営
の
基
礎
知
識
の
修
得
と
想
像

力
の
鍛
錬
を
培
う
技
術
経
営
に
関
す
る

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
で
あ
る
。
毎
水
曜

日
の
午
後
６
時
か
ら
３
時
間
開
塾
す
る
。

実実
践践
的的
なな
技技
術術
経経
営営
をを
学学
ぶぶ

技
術
経
営
と
い
っ
て
も
技
術
者
を
対

象
に
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
で
は
な

く
、
技
術
者
を
い
か
に
使
う
か
、
い
か

に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
か
を
含
め
て
実

践
的
な
技
術
経
営
を
学
ぶ
。

経
営
学
は
複
合
学
、
そ
れ
を
浅
く
広

く
、
機
能
的
に
連
携
さ
せ
な
が
ら
短
期

間
に
総
合
力
を
高
め
る
学
習
の
場
と
創

造
力
鍛
錬
の
場
を
提
供
す
る
。

開
塾
の
目
的
は
次
世
代
の
日
本
型
技

術
経
営
を
若
手
塾
生
と
と
も
に
学
び
、

社
会
に
役
立
つ
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
生
す
る

こ
と
に
あ
る
。

学学
習習
のの
場場
とと
創創
造造
力力
鍛鍛
錬錬
のの
場場

日
本
の
経
営
環
境
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ

ス
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
実
践
力
を
学
ぶ
。

経
営
学
は
複
合
学
で
、
そ
れ
を
浅
く
広

く
、
機
能
的
に
連
携
さ
せ
な
が
ら
短
期

間
に
総
合
力
を
高
め
る
学
習
の
場
と
、

創
造
力
鍛
錬
の
場
を
提
供
す
る
。

演
習
で
は
受
講
者
が
取
り
組
ん
で
い

る
ビ
ジ
ネ
ス
に
対
し
個
別
対
応
す
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
整
理
し
発
表
す
る
。

そ
れ
に
基
づ
き
事
業
計
画
、
中
長
期
計

画
を
立
案
す
る
た
め
の
基
礎
知
識
を
学

ぶ
。

【【
受受
講講
生生
のの
紹紹
介介
】】

書
類
選
考
後
、
面
接
試
験
を
含
む
選

抜
試
験
を
行
い
３
名
に
入
塾
を
許
可
し

た
。
入
塾
者
の
会
社
の
紹
介
と
事
業
コ

ン
セ
プ
ト
、
受
講
の
目
的
と
期
待
、
感

想
等
を
紹
介
す
る
。

更更
科科

枝枝
里里

ド
イ
ツ
に
リ
ハ
ビ
リ
か
ら
派
生
し
た

「
ピ
ラ
テ
ィ
ス
」
と
い
う
身
体
機
能
改

善
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
方
法
が
あ
っ
た
。

日
本
の
経
営
環
境
に
お
け
る
経
営
実
践
力
を
学
ぶ
。

経
営
学
は
複
合
学
。
そ
れ
を
浅
く
広
く
、
機
能
的
に
連
携
さ
せ
な
が
ら

短
期
間
に
総
合
力
を
高
め
る
学
習
の
場
と
創
造
力
鍛
錬
の
場
を
提
供
す
る
。

変革の時代、第２創業しないと生き残れない
実実践践経経営営ススククーールル
・・基基礎礎ココーースス開開塾塾

E・ART Company㈱代表取締役

更科 枝里 氏

の
交
流
や
、
授
業
だ
け
で
な
く
、
そ
の

後
の
ナ
イ
ト
・
サ
イ
エ
ン
ス
で
の
学
び

に
は
、
経
営
学
に
留
ま
ら
な
い
ヒ
ン
ト

が
沢
山
あ
っ
た
。

尾尾
崎崎

一一
成成

Ｏ
Ｚ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
イ
ー
ジ

の
尾
崎
一
成
代
表
は
㈱
バ
ン
ガ
ー
ド
シ

ス
テ
ム
ズ
の
新
規
事
業
開
発
に
取
り
組

む
。
同
社
は
86
年
に
池
野
成
雄
社
長

が
精
密
機
械
の
技
術
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
し

て
創
業
し
、
テ
ー
ピ
ン
グ
マ
シ
ン
関
連

ビ
ジ
ネ
ス
を
手
掛
け
る
。

最
近
ハ
イ
ピ
ー
テ
ッ
ク
社
と
Ｍ
＆
Ａ
、

高
精
密
モ
ー
タ
制
御
ビ
ジ
ネ
ス
へ
進
出
。

ハ
イ
ピ
ー
が
保
有
す
る
モ
ー
タ
制
御
技

術
を
応
用
し
て
電
動
ド
ラ
イ
バ
ー
を
開

発
し
た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
内

部
に
使
用
さ
れ
て
い
る
Ｍ
０
・
８
の
ネ

ジ
を
締
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

期期
待待

ま
だ
数
回
の
講
義
・
演
習
に
参

加
し
た
だ
け
だ
が
、
演
習
の
み
な
ら
ず

講
義
も
全
員
参
加
で
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ

ブ
に
行
わ
れ
る
た
め
、
い
わ
ゆ
る
「
講

義
」
の
３
倍
は
知
的
刺
激
が
あ
る
。

ま
た
参
加
さ
れ
て
い
る
他
塾
生
の
方

の
ビ
ジ
ネ
ス
分
野
、
年
齢
、
性
別
が
見

事
に
バ
ラ
バ
ラ
で
、
自
社
に
籠
っ
て
い

て
は
得
難
い
、
多
彩
な
考
え
方
に
直
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

OZ Consulting Easy代表

尾崎 一成 氏
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誠実を伝える情報紙

当
財
団
は
２
年
目
に
入
り
ま

し
た
。
１
年
目
の
集
大
成
と
し

て
、
10
月
23
日
に
は
新
た
に

「
西
河
技
術
経
営
塾
」
を
開
塾

し
ま
し
た
。
経
営
塾
で
は
技
術

経
営
の
基
礎
知
識
の
修
得
と
創

造
力
の
鍛
錬
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

現
在
は
３
人
の
塾
で
す
の
で
、
や
む
を

得
な
い
事
情
に
は
柔
軟
に
対
処
し
、
休

講
に
し
て
個
別
対
応
し
て
い
ま
す
。
塾

で
は
企
業
家
を
育
成
す
る
財
団
と
し
て

の
ブ
ラ
ン
ド
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。

年
の
瀬
に
な
る
と
「
歳
月
は
人
を
待

た
ず
」
と
い
う
言
葉
思
い
出
し
ま
す
。

振
り
返
る
と
今
年
も
手
を
こ
ま
ね
い
て

便
々
と
過
し
て
い
る
う
ち
に
あ
っ
と
い

う
間
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
思

い
が
あ
り
ま
す
。
貝
原
益
軒
の
『
養
生

訓
』
に
「
老
後
は
若
き
時
よ
り
月
日
の

早
き
こ
と
十
倍
な
れ
ば
一
日
を
十
日
と

し
、
十
日
を
百
日
と
し
、
一
月
を
一
年

と
し
無
駄
に
日
を
暮
す
べ
か
ら
ず
」
と

あ
り
ま
す
。
ま
さ
に
実
感
で
す
。
財
団

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
私
自
身
も
肝

に
命
じ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
情
報
紙
が
届
く
頃
は
師
走
の
忙
し

い
頃
と
思
い
ま
す
が
、
是
非
ご
一
読
を

願
い
致
し
ま
す
。

（
小
平
和
一
朗
）

編編集集後後記記

事事務務局局
一般財団法人 アーネスト育成財団 Earnest Upbringing Foundation

当財団は豊かで明るい持続的な成長をする日本づくりに寄与する
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アアーーネネスストト育育成成財財団団

案案内内

飯飯
田田
ＧＧ
ＨＨ
社社
長長
にに
就就
任任

当
財
団
の
西
河
洋
一
理

事
長
は
、
11
月
１
日
に
飯

田
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
（
東
証
一
部
上

場
）
の
代
表
取
締
役
に
就

任
し
た
。

飯
田
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
の
傘
下
と

な
っ
た
の
は
、
一
建
設
㈱
、

㈱
飯
田
産
業
、
㈱
東
栄
住
宅
、
タ
ク
ト

ホ
ー
ム
㈱
、
㈱
ア
ー
ネ
ス
ト
ワ
ン
、
ア

イ
デ
ィ
ホ
ー
ム
㈱
の
６
社
で
あ
る
。

今今
後後
のの
研研
究究
委委
員員
会会
のの
開開
催催

第
12
回
の
技
術
経
営
人
財
育
成
と
活

用
に
関
す
る
研
究
委
員
会
が
12
月
17
日

に
開
催
さ
れ
る
。
テ
ー
マ
は
『
第
10
章

技
術
経
営
の
実
践
事
例
』
で
、
西
河
洋

一
が
調
査
結
果
を
報
告
す
る
。
今
後
は

何
を
学
ぶ
べ
き
か
の
要
素
を
整
理
し
、

教
材
作
り
に
取
り
組
む
。

今今
後後
のの
セセ
ミミ
ナナ
ーー
開開
催催

第
９
回
技
術
経
営
人
財
育
成
セ
ミ

ナ
ー
は
、
２
月
に
開
催
す
る
予
定
で

『
企
業
活
動
に
お
け
る
Ｃ
Ｉ
Ｏ
の
役
割

(

案)

』
と
題
し
て
川
口
弘
行
サ
イ
バ
ー

大
学
准
教
授
に
講
演
を
お
願
い
す
る
こ

と
で
詳
細
計
画
を
詰
め
て
い
る
。

企企
業業
経経
営営
のの
基基
本本
動動
作作

製
造
業
の
企
業
で
は
、
製
品
を
創

り
、
こ
れ
を
作
り
、
売
る
こ
と
が
経

営
の
基
本
動
作
で
あ
る
。
ど
の
よ
う

な
製
品
を
創
る
か
は
第
８
回
の
『
新

製
品
開
発
概
論
』
で
詳
し
く
説
明
す

る
が
、
ポ
イ
ン
ト
は
ソ
ニ
ー
創
業
者

の
井
深
大
氏
が
創
業
の
精
神
で
謳
っ

た
「「
最最
もも
社社
会会
的的
にに
利利
用用
度度
がが
高高
くく
、、

高高
級級
技技
術術
製製
品品
をを
他他
社社
のの
追追
随随
をを
絶絶

対対
許許
ささ
なな
いい
レレ
ベベ
ルル
のの
独独
自自
製製
品品
」」

と
し
て
開
発
す
る
事
で
あ
る
。
他
社

（
韓
国
や
台
湾
・
中
国
企
業
）
が
真

似
し
て
来
た
ら
、
そ
の
ビ
ジ
ネ
ス
を

放
棄
し
て
次
の
新
し
い
画
期
的
な
製

品
を
市
場
へ
投
入
す
る
様
な
研
究
開

発
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ソ
ニ
ー
の

モ
ル
モ
ッ
ト
精
神
を
今
こ
そ
日
本
企

業
は
、
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
し
社
内
で
断

行
す
る
こ
と
で
あ
る
。

他他
社社
のの
追追
随随
をを
許許
ささ
なな
いい
製製
品品
開開
発発

我
が
国
は
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後

デ
フ
レ
ス
パ
イ
ラ
ル
に
陥
り
、
物
を

所
有
し
て
い
る
と
価
値
が
下
が
る
か

ら
、
こ
れ
を
換
金
し
社
内
留
保
と
手

元
流
動
資
金
を
増
や
す
こ
と
が
良
い

と
経
済
学
者
に
教
え
ら
れ
、
企
業
は

固
定
資
産
を
売
却
し
無
駄
な
経
費
を

削
減
し
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
プ
ラ

ス
に
し
、
株
価
の
上
昇
に
寄
与
す
る

経
営
課
題
が
経
営
ト
ッ
プ
の
最
大
の

関
心
事
に
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、
短
期
の
利
益
が
事
業

の
評
価
に
な
り
、
そ
れ
が
企
業
の
評

価
に
な
っ
た
結
果
、
製
造
業
で
最
も

大
切
な
画
期
的
な
他
社
の
追
随
を
許

さ
な
い
新
製
品
の
開
発
と
物
つ
く
り

で
付
加
価
値
を
出
す
工
夫
が
お
ろ
そ

か
に
な
り
、
大
手
家
電
企
業
を
筆
頭

に
企
業
業
績
、
特
に
収
益
性
が
劣
化

し
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
ま
ま
、
新
製
品
開
発
を
軽
視

し
た
経
営
を
続
け
れ
ば
、
日
本
の
家

電
産
業
は
東
ア
ジ
ア
の
海
外
企
業
に

全
て
買
収
さ
れ
て
、
日
本
列
島
か
ら

情
報
家
電
産
業
は
消
滅
す
る
で
あ
ろ

う
。
製
造
業
の
基
礎
は
、
海
外
企
業

が
真
似
で
き
な
い
よ
う
な
や
り
方
で

日
本
独
自
の
新
製
品
開
発
術
を
磨
き
、

グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
を
勝
ち
抜
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
し
て
心
臓
部
分
の
生
産
は
、
国

内
で
し
っ
か
り
実
施
し
、
加
工
コ
ス

ト
で
中
国
や
ア
セ
ア
ン
諸
国
に
負
け

な
い
仕
組
み
を
国
策
と
し
て
構
築
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
。

企企
業業
にに
おお
けけ
るる
事事
業業
戦戦
略略

戦
後
日
本
が
力
強
く
成
長
し
て
き

た
時
代
に
は
「
不
況
は
成
長
の
チ
ャ

ン
ス
」
と
語
り
、
不
況
時
に
企
業
体

質
を
強
化
し
て
逞
し
く
成
長
し
て
き

た
。
い
つ
の
時
代
で
あ
れ
「
不
況
は

成
長
の
チ
ャ
ン
ス
」
と
語
っ
た
松
下

幸
之
助
氏
の
経
営
の
心
得
は
変
わ
っ

て
い
な
い
。

当
時
の
経
営
者
と
今
日
の
日
本
の

経
営
者
の
経
営
の
や
り
方
で
大
き
く

違
う
こ
と
は
昭
和
の
時
代
の
経
営
者

た
ち
は
、
寝
食
を
忘
れ
て
画
期
的
な

新
製
品
を
欧
米
市
場
に
売
り
込
み
日

本
が
市
場
の
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
に
な
る

こ
と
に
業
界
が
意
思
統
一
さ
れ
て
い

た
。平

成
時
代
の
経
営
者
た
ち
は
、
内

部
統
制
と
機
関
投
資
家
に
対
す
る
株

式
価
値
を
上
げ
る
シ
ナ
リ
オ
に
ば
か

り
気
を
取
ら
れ
て
、
画
期
的
な
新
製

品
を
開
発
し
、
物
づ
く
り
現
場
と
販

売
の
現
場
を
視
察
し
、
問
題
を
解
決

す
る
こ
と
を
ほ
と
ん
ど
し
な
く
な
っ

た
。
メ
ー
カ
ー
の
経
営
で
大
切
な
三

現
主
義
を
放
棄
し
た
経
営
者
が
多
い
。

連連載載：：企企業業経経営営とと新新製製品品開開発発 第第３３回回 企企業業のの経経営営戦戦略略 研究員 坂巻 資敏
（注５）

（注５）ホームページ（http://eufd.org）の研究会/調査研究報告/『連載：企業経営と新製品開発』に全文掲載


